
わたしたちの理念：「一人ひとりのいのちが大切にされ、平和と人権が尊重されるまちづくり」に貢献します。

テ
レ
ビ
や
新
聞

を
見
て
い
て
、

昨
年
は
コ
ロ
ナ

一
色
だ
っ
た
と

改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
確
認
か

ら
間
も
な
く
一

年
経
ち
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

感
染
の
広
が
り
が
落
ち
着
く

こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。今
年

も
コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
は

続
き
ま
す
が
、み
ん
な
の
知
恵

と
力
を
集
め
、
感
染
予
防
に

努
め
な
が
ら
、
一
日
一
日
を
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。▼

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
失
業
な
ど
、
多

く
の
人
々
の
生
活
を
奪
っ
て

い
ま
す
。
第
一
義
的
に
は
、政

府
が
様
々
な
保
障
を
充
実
さ

せ
、誰
一
人
取
り
残
さ
ず
に
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
、

こ
の
地
域
の
中
で
、私
た
ち
民

医
連
・
医
療
生
協
の
診
療
所

だ
か
ら
こ
そ
果
た
せ
る
役
割

は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
目
の
前
の
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
い
つ
つ
、私
た
ち
を

必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
と

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い

く
か
。
こ
れ
は
、高
齢
化
と
人

口
減
少
が
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
地
域

の
中
で
、こ
れ
か
ら
私
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

の
か
、
今
後
の
中
長
期
的
な

展
望
を
考
え
る
こ
と
と
も
か

か
わ
っ
て
く
る
大
切
な
視
点

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。▼
今

年
も
大
変
な
こ
と
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
い
い
こ

と
」も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
れ
ら
を
み
ん
な
で
共

有
し
な
が
ら
、２
０
２
１
年
も

奮
闘
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
前
田
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の

入
院
面
会
の
難
し
さ

　

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
全
国
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
ま
す
。群
馬
県
で
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
増
え
る
中
、
病
院
で

は
玄
関
で
風
邪
症
状
・
発
熱

の
確
認
や
面
会
制
限
、
か
ぜ

外
来
の
開
設
な
ど
様
々
な
感

染
症
対
策
を
綿
密
に

行
う
こ
と
で
、
皆
さ

ま
に
安
心
し
て
病
院

を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
環
境
づ
く
り
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、入
院
患

者
さ
ん
の
ご
家
族
に

よ
る
洗
濯
物
の
受
け

渡
し
も
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
看
護
師
を
仲
介
し
て
お

こ
な
う
状
況
と
な
り
、
本
人

と
家
族
が
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
が
ほ
ぼ
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で

涙
ぐ
む
患
者
さ
ん
も

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

流
行
し
、
家
族
面
会
を
行
う

こ
と
が
難
し
い
状
況
の
中
、

４
階
と
５
階
の
入
院
の
患
者

さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象

に
12
月
上
旬
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
面
会
を
開
始
し
ま
し

た
。平
日
に
実
施
し
て
お
り
、

事
前
に
予
約
を
し
た
家
族
が

対
象
で
、
１
日
１
家
族
限
定

で
す
。
10
分
程
度
の
面
会
時

間
を
設
け
て
お
り
、
徐
々
に

予
約
も
増
え
い
ま
す
。

　

面
会
の
場
面
に
付
き
添

い
、
様
子
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
と
呼
ば
れ
る
小
型
の
液

晶
画
面
を
使
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
機
器
を

使
用
す
る
こ
と
に
は
不
慣
れ

な
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
そ
れ
で
も
、
画

面
に
映
る
家
族
の
顔
を
み
て

「
ど
こ
に
い
る
の
。こ
こ
に
来

れ
ば
椅
子
が
あ
る
の
に
。」

「
お
母
さ
ん
ご
飯
た
べ
ら
れ

て
ま
す
か
。」
な
ど
と
、積
も

る
話
は
な
か
な
か
終
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
涙
ぐ
む

患
者
さ
ん
も
い
て
、
10
分
が

と
て
も
短
く
感
じ
ら
れ
、
な

か
な
か
終
わ
り
に
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
本
当
に
申
し
訳

な
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
現
場
の
新
た
な
取
り
組
み

前
橋
協
立
病
院
で
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
が
始
ま
り
ま
し
た

前
橋
協
立
病
院　

４
階
病
棟
師
長　

井　

上　

佳　

子

か
け
は
し
と
し
て

の
役
割

　

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
は
、
当

該
病
棟
の
職
員
だ
け
で
は
難

し
く
、
健
診
室
や
事
務
、
そ

の
他
複
数
の
職
場
と
職
員
の

協
力
に
よ
っ
て
実
施
で
き
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
全
国
の
感
染
者
数
は

年
末
・
年
始
で
更
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
未
だ
収
束
の
目

途
は
立
ち
ま
せ
ん
が
、
こ
の

新
た
な
取
り
組
み
が
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
を
つ
な
ぐ
貴
重

な
か
け
は
し
と
し
て
継
続
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

入
居
者
と
家
族
に
寄
り
添
う
取
り
組
み

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
な
み
　
副
施
設
長
　
山
口
怜
生

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
、群
馬
県
の
警
戒
レ

ベ
ル
が
あ
が
り
、高
齢
者
施
設
で
の
直
接
面
会
は
原
則
禁

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。以
前
の
よ
う
に
気
軽
な
外

出
や
、
ご
家
族
と
の
面
会
が
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
ご

入
居
の
方
の
ス
ト
レ
ス
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
な
み
で
は
、
ご
家
族
や
ご

入
居
の
方
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
と
し
て
、
通
信
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
）
を
使
っ
た
通
信
面
会
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
少
し
で
も
ご
入
居
の
方
、
ご
家
族
の
想
い
に
寄

り
添
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
内
で
も
、
継
続
し
て
普
段
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
各
ユ
ニ

ッ
ト
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
日
々
の
生
活
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
以
前
紹
介
し
た
、
畑
や

料
理
、
全
体
体
操
な
ど
の
活
動
は
継
続
し
て
行
っ
て
い

な
が
ら
、
外
出
が
可
能
な
時
は
外
出
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
り
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
超
え
た
仲
間
同
士
で
の
麻
雀
や
映

画
鑑
賞
、
厨
房
委
託
業
者
に
よ
る
本
格
そ
ば
打
ち
実
演

な
ど
、
ほ
か
に
も
多
数
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

と
も
に
笑
顔
を
実
現
し
、
ご
入
居
の
方
も
ス
タ
ッ
フ

も
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
た
め
に
日
々
工
夫
を
凝

ら
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
渦
で
の
生
活
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
す
。

外出を楽しむ入居者様

そば打ち実況を楽しむ入居者様

オンライン面会をおこなう
患者さんと家族

⑴ 　　　  （毎月１回１日発行） く　ら　し　と　健　康　 2021.2.1 第658号く　ら　し　と　健　康  1980年７月14日（第三種郵便物認可）
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高
齢
者
の
い
の
ち
と
健
康
を
ま
も
る
た
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
費
自
己
負
担
２
割
化
反
対
！

　

昨
年
12
月
15
日
の
臨
時
閣
議
で
菅
内
閣
は
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
年
収
２
０
０
万
円
以

上
（
単
身
の
場
合
）
の
人
を
現
行
の
原
則
１
割
負
担
か
ら
「
２
割
負
担
」
に
引
き
上
げ
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、「
団
塊
の
世
代
」
が
75
歳
以
上
に
な
り
始
め
る
２
０
２
２
年
ま
で
に
実
施
で
き
る
よ
う
法
制
上
の
措
置
を
講

じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
生
協
の
上
部
団
体
で
あ
る
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
連
合
会
は
12
月
18
日
付
で
会
長
声
明
を
発
信
し
ま
し
た

（
左
記
に
全
文
掲
載
）。
同
連
合
会
も
構
成
団
体
に
な
っ
て
い
る
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
等
が
呼
び
か
け
て
い

る
「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
に
反
対
す
る
請
願
署
名
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【会長声明】

75歳以上の後期高齢者医療費自己負担二割化に反対します。
　政府・与党は、75歳以上の医療費窓口二割負担の対象者を「年収200万円以上」
とすることで合意しました。実施時期は2022年の後半とされ、全世代型社会保
障検討会議で12月14日に最終報告としてまとめられました。
　新型コロナウイルス感染が拡大し、受診控えによる健康への影響が懸念され
る中、負担増が実行されれば、病気やケガのリスクの高い75歳以上の高齢者が
経済的理由で受診を我慢し、さらに病状を悪化させることになりかねません。
　厚労省の試算によると、二割負担となる対象者は約370万人とされています
が、高齢者は複数の病気を抱えて長期間にわたっていくつかの医療機関を受診
するため、一人当たり年間3万4千円の窓口負担増になると見込まれます。これ
を年収に対する窓口負担額の割合でみると、75歳以上は多世代の1.7倍という実
態になっています。生活を支える柱である公的年金が減り続ける中、後期高齢
者の医療費自己負担を二割にすることは、高齢者の生活にさらに厳しい追い打
ちをかけることになります。
　医療福祉生協連は、高齢者のいのちと健康をおびやかす後期高齢者医療費の
自己負担二割化に反対します。安心して医療機関を受診できるよう自己負担を
軽減することが、重度化を防ぐとともに結果的には医療費を減らすことにつな
がると考えます。
　首相と与党による合意を受けて、2022年度後半の実施に向けて次期国会に法
案提出が予定される見込みです。引き続き撤回・中止を求める運動を強めてい
きましょう。

  2020年12月18日
  日本医療福祉生活協同組合連合会
  代表理事会長理事　　髙　橋　　　淳

問い合わせ先
群馬中央医療生協本部　組合員活動課
ＴＥＬ ０２７（２６５）３５３１

前
橋
市
マ
イ
タ
ク
利
用
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
一
本
化
へ
の
動
き

　

高
齢
者
が
外
出
す
る
際
の

移
動
手
段
の
確
保
は
大
き
な

問
題
で
す
が
、
タ
ク
シ
ー
料
金

を
助
成
す
る
前
橋
市
の
マ
イ

タ
ク
制
度
は
、
そ
の
使
い
や
す

さ
か
ら
好
評
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
市
は
、
マ
イ
タ
ク

の
利
用
方
法
を
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
方

針
で
す
。
12
月
15
日
付
の
広
報

誌
に
よ
る
と
今
年
４
月
か
ら

の
新
規
利
用
者
、
そ
し
て
来
年

４
月
か
ら
は
全
て
の
利
用
者

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
に
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
利
用
券
の
継
続
を
求
め
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
し
た
陳
情
に
つ
い
て
、市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
が
開
か

れ
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、マ
イ
タ
ク
を
改
善
す
る
会
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
群
中
医
療
生
協
の
組
合
員
も
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

た
し
か
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
便
利
な
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
紛
失
し
た
と
き
の
心
配
が
あ
り
、
個
人
情
報
漏
洩
の
危
険
も
払
拭

で
き
ま
せ
ん
。
任
意
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
が
マ

イ
タ
ク
利
用
者
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

理
事　

中
島　

進

１
月
号
記
事
の
記
事
の
訂
正
と
お
詫
び

１
月
号
の
３
面
記
事
「
創
立
70
周
年
特
集
記
念
」
の
「
連
帯
と
結
び
つ
き

で
繋
ぐ
医
療
生
協
の
力
」
三
井
悠
佑
様
執
筆
の
記
事
に
お
き
ま
し
て
、誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
誤
）
厚
生
労
働
省　
　

落
ち
着
き
ま
し
た

　
（
正
）
厚
生
省　
　
　
　

落
着
し
ま
し
た

本
誌
で
の
訂
正
を
も
っ
て
、
お
詫
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　民医連医療の礎
	 大塚　多寿子（看護師）
　昭和45年に、本町の50号沿いにあった丸い窓のある、およそ病院らしからぬ建物の協立病
院へ入職しました。
　半世紀も前の事で、記憶も定かではありませんが、建物は古く、板の間の古びた内装、狭い
外来、待合室、２階の病室も狭く、決して綺麗とは言えない環境であったと思います。

　しかし、患者さんの命と健康を守り、働く人たち、弱い立場の人たちを大切にする、赤ひげ先生のような、強
くあったかいエネルギーや心が、職員みんなにふつふつとわきあがっているのを感じたものです。
　ほとんどが忘却の彼方ですが、一つだけ忘れられないエピソードがあります。心筋梗塞で入院された社長さん
がおられ、佐藤香先生という美しく凛とした女医さんが主治医でした。医療技術も進んでいなかった頃の事、そ
の患者さんは手厚い看護は受けたものの、手の施しようがなく、苦しんでお亡くなりになりました。香先生は本
当に悔しい思いをされたと思います。その後、先進的な医療技術も積極的に学ぶ選択をされたようでした。
　民医連医療の礎を築いてきた多くの先輩達が居て、今の前橋協立病院や医療生協があることを私たちは忘れて
はなりません。
　これからも、患者の立場に立つこと、誰もが良い医療を受ける権利があるということの、基本精神を守り、あ
たたかい心の通う前橋協立病院であってほしいと願っています。

コロナ禍の中、みんなで考えようこの国のあり方を
	 小川　弘巳（事務）
　1977年（昭和52年）に入職しました。自動車関連企業から医療機関への転職で、医療事務
という仕事は大変不安でしたが、当時は新卒で医療事務専門で就職する方は少なかったです。
元運転者、元小売店勤務、元教員、元銀行員、他にも各種職業を経験した方がいたので「自分
もガンバロウ」と思いながら仕事につかせていただきました。

　前橋協立病院（本町）を見た時は驚きました。診療所から病院化になったということで、継ぎ足し継ぎ足しの
増築で病院内は迷路、４階建てでエレベーターはなく、雨が降ると待合室に水たまりができたりして、凄い建物
だなと思いました。しかし、地域の人たちにとっては「いつでもだれでも診てもらえる」なくてはならない医療
機関であることはすぐにわかりました。太田市在住の知人が前橋に住んでいる時に「お金がなくて病気になった
ときに協立病院に助けてもらったんだよ！」「一生感謝しているよ」と話を聞かせてくれました。
　私は38年間仕事をさせていただきました。当所は医療費の計算はソロバンか電卓、コンピュター時代になると医療機
関専用のコンピュター（レセコン）、現在は病院内のオンラインシステム、将来はオンライン受診なども始まりそうです。
　群中で仕事をしていた間も、臨調行革により社会保障の制度改悪が進められました。1982年老人医療の無料
化廃止、1984年健康保険の自己負担を１割から２割に、そして３割負担へ、国保の国庫負担を45％から38％
へ削減、1989年社会保障充実のためだといい消費税導入、そして日本語にしかない言葉、“寝たきり老人”“過
労死”。医師・看護師の育成の制限、病院ベットの削減、保健所の統廃合等々。コロナ禍でこのつけが回ってき
ました。今この経験の中で、私たちはみんなでこの国のあり方を考えていかなくてはならないと思います。是非、
群馬中央医療生協からは医療・福祉のあり方のメッセージを発し続けてもらいたいと思います。

創
立
70
周
年
記
念
特
集

元
職
員
の
思
い
出
か
ら
振
り
返
る
群
馬
中
央
医
療
生
協
の
ル
ー
ツ

　

今
年
の
３
月
に
群
馬
中
央
医
療
生
協
は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
元
職
員
の
方
々
か
ら
、

思
い
出
の
記
事
を
寄
せ
て
頂
き
、
１
月
号
か
ら
連
載
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

連		載

2020年度ぐんままるごと健康チャレンジ
　昨年の10月から開始した「ぐんまままるごと健康チャレンジ」が１月末で終了となりました。群馬中央医療生協の扱いで
は、763人の方からエントリーシートを頂き、１月12日時点で283人の方から結果が届いています。また、今回は小学校
や幼稚園ごとにおこなうキッズチャレンジの取り組みも27校で実施していただき、多くの子ども達の参加がありました。
　今回の参加者の取り組みや感想を一部紹介いたします。

「食生活を整える」（80歳代女性）
毎日塩分を気にする様になり、血圧も安定して
きました。

「コップ一杯の水を飲む」（70歳代男性）
毎朝忘れずに同じ事をすることは、非常に良い
ことだと思います。

「舌のマッサージを朝晩おこなう」（60歳代女性）
口内炎の治りが良くなった気がします。

「毎日7000歩以上歩く」（70歳代女性）
最高歩数は１日で14974歩でした。歩くとぐっす
り眠れ、今後も習慣にします。

「毎日の体重測定・脂肪測定をおこなう」（50歳
代女性）
測定値の変動に、想像以上の日差があることが
分かりました。食べた分太りました。

「スクワット・片足立ち・あいうべ体操をおこな
う」（70歳代女性）
班で取り組みました。仲間が一緒だと頑張ろう
と思いました。

「入浴中にあいうべ体操と足じゃんけんをする」
（60歳代女性）
コロナ禍で運動しない時期に、筋力の衰えや運
動不足が気がかりでした。チャレンジして良か
ったです。

　（キッズチャレンジ）

「げんきにあいさつする、おかだづけをする」　
（４歳女の子）
30日間頑張って、シールが貼れてとても楽しか
ったです。新しいチャレンジもやってみようと
思いました。
　親）：毎日楽しくチャレンジを頑張れてとても偉
かったです。30日も続けられてとても凄いです。
　とても、とても良く頑張りました。

「おふろそうじ、夕ご飯のお手伝い、布団敷きを
する」（５歳男の子）
楽しかったです。次は朝ご飯を毎日食べること
を頑張りたいです。
　親）：お掃除や夕ご飯のお手伝いをしてくれて
とても助かりました。これからも続けて欲しい
です。

「あいうべ体操をする」（10歳女の子）
普段やっていないことが、30日間できたので自分
の為になってよかったです。
　親）：どんな事でも毎日続けるのは、大切なこ
とです。これからも、色々な事に挑戦して欲し
いです。

「朝ごはんをたべる」（７歳男の子）
これからも毎日、朝ご飯をきちんと食べ続けた
いです。
　親）：毎日朝ご飯をしっかり食べて、風邪もひ
かずに元気に過ごすことができました。
　これからもしっかり食べて元気な体を作ろうね。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
出
現
し
、
世
界
的
な
流
行

を
引
き
起
こ
し
て
か
ら
間
も
な

く
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
わ
が
国
で
は
、
こ
の
間
、

２
回
の
患
者
数
の
増
減
（
流
行
）

が
観
察
さ
れ
、
２
０
２
１
年
１

月
上
旬
の
現
在
に
お
い
て
は
、

過
去
２
回
の
流
行
の
感
染
者
数

を
大
幅
に
超
え
る
第
３
波
と
い

わ
れ
る
患
者
数
の
増
加
が
群
馬

県
を
含
む
全
国
で
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
第
３
波
に
お
い

て
は
、
11
月
に
大
阪
や
北
海
道

な
ど
で
流
行
が
始
ま
り
、
12
月

以
降
、
１
都
（
東
京
都
）
３
県

（
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
な
ら
び
に

千
葉
県
）
に
著
し
い
患
者
数
の

増
加
が
生
じ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
の
種
類
に
よ
る
効
果

　

マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
の
効
果
に
関
す
る
新
し
い
知

見
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
用
品
に
は
、飛

沫
の
拡
散
防
止
効
果
と
飛
沫
の

吸
い
込
み
防
止
効
果
の
２
つ
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
に
代
表
さ
れ
る
不
織
布

（
ふ
し
ょ
く
ふ
）
製
マ
ス
ク
は
、

吸
い
込
み
飛
沫
量
30
％
に
対

し
、
吐
き
出
し
飛
沫
量
が
20
％
、

次
に
布
マ
ス
ク
は
、
吸
い
込
み

世
界
の
現
状

　

欧
州
主
要
各
国
（
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
な

ど
）
で
も
、
昨
秋
か
ら
過
去
の

流
行
を
凌
ぐ
患
者
数
の
増
加
が

見
ら
れ
、
第
１
波
と
同
様
に
国

民
の
行
動
制
限
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
中
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ら

び
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
各

国
で
は
、
本
疾
患
の
流
行
が
比

較
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
状

態
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
欧

州
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
流
行

当
初
に
検
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

と
遺
伝
学
的
性
質
が
異
な
る

「
変
異
株
」
が
確
認
さ
れ
、
こ
の

変
異
株
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心

と
し
た
国
々
で
検
出
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
流
行
の
主
流
に

な
っ
て
お
り
、
現
在
、
こ
れ
ら

の
変
異
株
の
世
界
的
な
広
が
り

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

群
馬
パ
ー
ス
大
学　

大
学
院
保
健
科
学
研
究
科

　
　
　

教
授　

木
村　

博
一

本
疾
患
の
治
療
に
つ
い
て
は
、

対
症
療
法
と
い
く
つ
か
の
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
に
よ
り
、
重
症
化
率

や
死
亡
率
も
一
時
よ
り
か
な
り

低
下
し
て
い
ま
す
。

沫
量
が
80
％
と
い
う
知
見
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

デ
ー
タ
は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・
富
岳
に
よ
っ
て
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
ま

と
め
る
と
、
吸
い
込
み
飛
沫
に

お
い
て
は
、
不
織
布
マ
ス
ク
の

効
果
を
１
０
０
％
と
す
る
と
、

布
マ
ス
ク
や
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク

は
、
半
分
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
に
お
い
て

は
効
果
な
し
。
吐
き
出
し
飛
沫

に
お
い
て
は
、
不
織
布
マ
ス
ク

を
１
０
０
％
と
す
る
と
、
布
マ

ス
ク
が
同
等
〜
約
80
％
、
ウ
レ

タ
ン
マ
ス
ク
が
50
％
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
が
25
％
の
効
果
と

見
積
も
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

や
は
り
、
呼
吸
が
楽
な
マ
ス
ク

の
効
果
は
低
い
と
い
え
そ
う
で

す
。
次
に
、
マ
ス
ク
の
も
う
一

つ
の
感
染
予
防
効
果
と
し
て
、

気
道
の
保
湿
・
保
温
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
冬
季
は
、
湿

度
と
気
温
が
低
く
、
気
道
感
染

が
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
か

ら
も
マ
ス
ク
着
用
は
、
冬
季
に

お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
呼

吸
器
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
ウ

イ
ル
ス
に
対
し
て
も
効
果
が
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
と今後

の
流
れ

　

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
少
し

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在

開
発
中
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
い
く

つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

現
在
（
２
０
２
１
年
１
月
）、
そ

の
中
の
い
く
つ
か
の
種
類
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
一
部
の
国
々
で
緊

急
使
用
が
認
め
ら
れ
、
実
際
接

種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

接
種
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
の
タ
イ
プ
は
、m

R
N
A

（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
）
ワ

ク
チ
ン
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

を
防
御
す
る
た
め
の
抗
体
を
誘

導
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

臨
床
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
タ

イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果

は
高
く
、
懸
念
さ
れ
る
副
反
応

の
出
現
率
な
ど
も
他
の
予
防
接

種
な
ど
と
比
べ
大
き
な
差
は
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
２
０
２
１
年
２
月

以
降
に
、m

R
N
A

ワ
ク
チ
ン
の

導
入
・
接
種
開
始
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
見
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
世
界
各
国
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
の
施
策
が
進

み
、
一
刻
も
早
く
こ
の
感
染
症

が
収
束
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
に
関
す
る
新
し
い
知
見

飛
沫
量
約
55
〜
65
％
に
対
し
、

吐
き
出
し
飛
沫
量
が
18
〜
34

％
、ウ
レ
タ
ン
製
マ
ス
ク
は
、吸

い
込
み
飛
沫
量
約
60
〜
70
％
に

対
し
、
吐
き
出
し
飛
沫
量
が
50

％
、
一
方
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
に
お
い
て
は
、
小
さ
な
飛
沫

に
は
効
果
な
し
、
吐
き
出
し
飛
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　太田協立診療所の通所
リハビリつどいでは、毎年
利用者さんと職員が一緒
になってお正月飾りを製
作しています。一昨年は神
社鳥居、昨年は富士山、今
年は干支の「丑」をイメー
ジした作品が仕上がりま
した。毎年ユニークです
が、今年も手芸担当の職員
発案のもと、利用者の皆さんと少しずつ作業を進めていきました。お花紙
の色紙を５枚ずつ束ねる人、それを蛇腹に折る人、それを開いてお花の形
にする人。利用者さんも心得ていて何となく分業。また「丑」の文字の部
分は、皆さんが色とりどりに塗って下さった「たくさんの牛」で仕上がっ
ています。よく見てみると何とも鮮やかでかわいらしい牛たちです。利用
者の皆さんがいつまでもお元気でいられるよう、みんなの願いが込めら
れているようです。牛のようにゆったりと、でも力強く。皆さんにとって
良い１年となりますように。
� （通所リハビリつどい　室長　山田和賀子）

　前橋協立病院栄養室では、単調になりがち
な入院生活に季節を感じ楽しんで頂きたい
と行事食に取り組んでいます。今回は年末年
始の行事食をご紹介します。

クリスマスメニュー� 献立担当：管理栄養士　中金美幸
　クリスマスと言えば、大人も
子どもも楽しめる行事だと思
います。
しかし、世の中はコロナ一色に
なってしまい色々な制限があ
り不自由に感じたことも多く
あったと思います。その中で、
入院患者さんに少しでもクリ
スマス気分を味わってもらえるよう、安全で美味しく栄養価も適正で、見た目も
可愛くなるように星型をたくさん使用してクリスマスの行事食を作らせて頂き
ました。入院中の楽しみや癒しとしていただけるように季節に応じた行事食の
提供を心掛けています。

お正月献立� 献立担当：栄養士　千吉良久美子
　元日、昼食の「お正月献立」は病院で
新年を迎える患者さんのため特に力を入
れています。現在のスタイルになり、干
支でいうと酉・戌・亥・子・丑と５年目
の今年は配膳担当のバトンタッチもあ
り、前日の打ち合わせから盛り上がりま
した。栄養的な制限、アレルギー食品や
咀嚼嚥下等に合わせた対応など当日は例
年通りのドタバタでした。無事配膳が終わり片付けをしているところに患者さ
んの声が届き、年末からの疲れは何処へ、厨房には笑顔があふれました。

利用者さんと職員協働の
ユニークなお正月飾り

　前橋協立診療
所併設のデイサ
ービス城東では、
毎年、前年のカレ
ンダーだけを材
料にした、とって
もエコな干支の
壁面飾りを利用
者さんと一緒に
作成しています。
どんな作品を作るか決まったら、それに合わせた色を
みんなで集め、糊で張り合わせていくと、ご覧の通り、
カレンダーを再利用して作ったとは思えない、素敵な
作品が今年も出来上がりました。この作品づくりは毎
年恒例行事となりつつあり、利用者さんたちが楽しみ
にしている行事の一つとなっています。この他にも、季
節ごとに色々な作品を皆で作り、楽しい一時を過ごし
ています。みなさんも一緒に作ってみませんか？

（デイサービス城東　主任　武井直美）

入 院 患 者 さ ん に

食 事 を 通 し た 楽 し み を

エコに素敵な
新年飾り作り

仲
間
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

絵画　前橋市　星野貞雄さん

◀︎正月行事食準備風景

ミキサー食の
お正月献立▶︎
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ド
」
と
明
記
。
住
所
、
氏
名
（
匿

名
を
希
望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

を
必
ず
お
書
き
下
さ
い
。

　
御
意
見
・
投
稿
等
も
お
寄
せ
下

さ
い
。

《
し
め
き
り
》

　
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
七
日
当

日
消
印
ま
で
有
効

《
送
り
先
》

　
〒
三
七
一
︱
〇
八
一
一
前
橋
市

朝
倉
町
八
三
〇
の
一
。
群
馬
中
央

医
療
生
協
く
ら
し
と
健
康
係

《
賞
品
》

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
五
名

に
図
書
券
五
〇
〇
円
分
を
進
呈

《
応
募
方
法
》

　
解
答
　
官
製
・
私
製
は
が
き
を

使
用
。「
第
258
回
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

《
第
257
回
の
答
え
》

ガ
イ
ロ
ジ
ュ
（
街
路
樹
）

《
解
き
方
》

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
◯
文
字
を
う
ま

く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

︱ 

タ
テ
の
カ
ギ 

︱

１　

会
社
の
最
高
責
任
者

２　

水
蒸
気
が
結
晶
と
な
っ
て
降
る

３　

た
く
わ
え
た
深
い
知
識
の
こ
と

４　

あ
れ
こ
れ
よ
い
方
法
を
考
え
る

５　

昔
の
岐
阜
県
南
部
の
呼
び
方

６　

思
い
が
け
な
い
出
会
い

９　

欧
文
の
固
有
名
詞
で
最
初
に
使
う

大
文
字

12　

消
防
出
初
め
式
の
花
形
の
一
つ

14　

そ
の
道
で
最
上
位
を
占
め
る
人

18　

古
び
て
趣
が
あ
る
こ
と
で
す

20　

玩
具
。
積
ん
だ
り
崩
し
た
り

21　

夜
間
、
空
気
中
の
水
蒸
気
が
冷
え

て
地
面
な
ど
で
結
晶
化

22　

７
色
の
虹
。
下
か
ら
３
番
目

23　

…
…
米
、
…
…
人
、
…
…
聞

︱ 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

︱

１　

新
型
コ
ロ
ナ
の
…
…
を
願
う

５　

特
色
で
あ
る
こ
と

７　

長
時
間
労
働
や
…
…
は
心
身
の
健

康
に
有
害
と
い
わ
れ
ま
す

８　
「
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」
の
和
訳

10　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト

の
…
…
が
相
次
ぎ
ま
し
た

11　

印
刷
物
で
文
字
が
な
い
部
分

13　

積
乱
雲
が
発
達
し
て
発
生

15　

ネ
ズ
ミ
と
ト
ラ
の
間
に
い
ま
す

16　

お
雑
煮
の
主
役

17　

真
の
値
と
近
似
値
の
差

19　

独
り
立
ち
す
る
こ
と
で
す

21　

足
音
を
し
の
ば
せ
て
歩
く

24　

背
く
こ
と
。「
…
…
を
引
く
」

25　

木
を
見
て
…
…
を
見
ず

26　

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
こ
と

258
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第
129
回
あ
ず
ま
支
部
俳
句
会　
2021
・
1

マ
ス
ク
無
い
春
の
日
を
待
つ
夕
べ
か
な
　
　
　
　
　
和
子

捨
て
猫
か
迷
い
猫
か
鳴
く
寒
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
星
子

健
康
と
安
寧
祈
る
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
男

パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も
不
要
春
近
し
　
　
　
　
　
　
麗
子

（
敬
称
略
）

元
旦
は
、
毎
年
息
子
家
族
と
11
名

の
賑
や
か
な
正
月
を
祝
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

で
県
外
か
ら
の
息
子
は
会
食
せ

ず
、
挨
拶
の
み
で
し
た
。
全
員
が

庭
へ
出
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
野

球
に
興
じ
、
外
で
会
話
し
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
で
楽
を
し
ま
し

た
が
、
な
ん
と
も
味
気
な
い
正
月

で
し
た
。（前

橋
市　

松
村
恵
津
子
）

以
前
、
協
立
病
院
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
長
女
が
雪
の
降
る
日

に
生
ま
れ
、
義
父
が
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ
の
看
護
師

さ
ん
と
の
心
温
ま
る
看
護
に
感
謝

し
て
、い
ず
れ
私
も
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

さ
ん
の
お
力
を
借
り
る
日
が
来
る

と
思
い
ま
す
が
…
そ
の
時
は
、
よ

ろ
し
く
ね
。（

前
橋
市　

さ
く
ら
）

２
月
に
第
３
子
を
出
産
予
定
で

す
。
少
し
前
に
別
の
産
婦
人
科
医

院
に
転
院
し
ま
し
た
。
第
１
子
は

協
立
病
院
で
出
産
し
ま
し
た
。
協

立
病
院
、
建
物
は
古
い
け
ど
、
温

か
み
の
あ
る
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
ば
か
り
な
の
で
、
良
か
っ
た

な
ぁ
と
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

（
前
橋
市　

ビ
ー
ト
ル
ズ
）

１
月
号
で
、
血
圧
脈
波
検
査
の
装

置
が
更
新
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
健
診
以
外
で
も
希
望
す
れ

ば
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
前
橋
市　

い
が
り
ん
）

コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
い
る
の
で
ク
イ

ズ
を
し
た
り
、
雨
が
ず
～
っ
と
降

ら
な
い
の
で
水
や
り
を
し
た
り
時

間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
ま
す
。

（
前
橋
市　

ヨ
ウ
ち
ゃ
ん
）

警
戒
度
が
引
き
上
げ
ら
れ
不
安
に

感
じ
る
こ
と
も
多
い
毎
日
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
終
わ
る
こ
と
を
信

じ
、
手
洗
い
・
う
が
い
等
感
染
対

策
を
し
っ
か
り
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
前
橋
市　

る
な
）

職
員
座
談
会
記
事
良
か
っ
た
で

す
。
病
院
を
保
育
園
に
置
き
か
え

た
ら
私
た
ち
の
保
育
園
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
夢
を
持
つ
こ
と
は

大
切
で
す
よ
ね
。

（
前
橋
市　

横
田
い
づ
み
）

何
か
楽
し
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、

そ
の
日
そ
の
日
の
暮
ら
し
を
工
夫

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

…
。

（
板
倉
町　

み
の
り
）

ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー
ド
、
毎
回
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。

（
前
橋
市　

石
田
俊
彦
）

「
創
立
70
周
年 

写
真
で
振
り
返

る
」
の
写
真
の
数
々
を
見
て
、
と

て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
と

く
に
本
町
の
診
療
所
は
、
入
院
し

て
い
た
叔
父
の
見
舞
い
に
何
度
か

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

（
前
橋
市　

パ
ブ
ロ
）

「
予
防
接
種
の
痛
み
が
こ
わ
い
」と

い
う
声
を
寄
せ
た
方
が
お
子
様
で

あ
る
こ
と
を
願
い
た
い
気
持
ち
で

す
。

（
匿
名
希
望
）

過
ぎ
し
日
の
日
記
開
い
て
日
向
ぼ
こ

街
路
樹
に
枯
葉
が
一
枚
老
い
の
背
に

 

伊
藤
ミ
ツ

豆
を
撒
く
大
声
は
夢
縁
起
寺

米
寿
わ
れ
今
朝
は
好
み
の
蜆
汁

 

中
島
毅
峰

自
助
で
し
ょ
官
僚
文
書
棒
読
み
は

 
 

糖
塩　

減

チ
ビ
猫
の
駆
け
込
み
受
診
去
年
今
年

う
た
た
寝
の
夢
に
亡
き
猫
小
春
か
な

 

少
林
寺

投
稿

【
俳
句
】

【
川
柳
】

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

「
み
ん
な
の
声｣

・「
投
稿
」
の
掲
載
に
つ
き
ま
し

て
は
以
下
の
内
容
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
解

く
だ
さ
い
。

① 　

概
ね
掲
載
月
の
前
月
10
日
ま
で
に
組
合
員
活

動
課
に
届
い
た
ご
意
見
・
作
品
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
可
能
で
す
。

② 　
「
み
ん
な
の
声
」
は
一
部
添
削
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
掲
載
の
確
認
・
返
却
は

行
い
ま
せ
ん
。

③ 　

俳
句
・
短
歌
な
ど
は
投
稿
さ
れ
た
ま
ま
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。
全
作
品
を
掲
載
で
き
な
い
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

④ 　
「
作
品
コ
ー
ナ
ー
」
に
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ

る
作
品
で
お
持
込
が
困
難
な
際
は
取
材
に
う
か

が
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
群
馬
中
央
医
療
生
活
協
同
組
合
組
合

員
活
動
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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理
事
会
だ
よ
り

●
12
月
19
日
（
土
）
定
数
29
名
中
27
名
の
出
席
で

第
７
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
議
題

① 

会
務
報
告
に
関
す
る
件

② 

専
門
委
員
会
に
関
す
る
件

③  

定
年
年
齢
引
き
上
げ
と
退
職
金
規
定
見
直
し

に
関
す
る
件

④  

２
０
２
１
年
度
予
算
編
成
大
網
案
に
関
す
る

件
⑤  

資
金
調
達
（
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
更
新
）
に

関
す
る
件

⑥ 

就
業
規
則
改
訂
に
関
す
る
件

以
上
、
報
告
・
協
議
の
上
、
提
案
ど
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

群馬中央医療生協はいま（2０21年12月末）

組　合　員� ３5，696人

　前橋・伊勢崎地域　組合員： 26，6０1人

　太田・館 林 地 域　組合員：　6，０００人

　桐生・みどり地域　組合員：　2，956人

　その他の地域　組合員：　　1３9人

出　資　金� 9億7,976万9,1００円

一人平均出資金� 27，49３円

医療費の支払いにお困りの方は
ご相談ください

無料低額診療事業のご案内
　無料低額診療事業は、生計困難な方が経済的理由で
必要な医療を受ける機会を制限されることがないよ
う、無料または低額な料金で診療を行う事業として、
社会福祉法に位置付けられています。
　群馬中央医療生協は「一人ひとりのいのちが大切に
され、人権が尊重されるまちづくりに貢献する」とい
う理念にもとづき、この事業に取り組んでいます。

前橋市自治体健診は２月末日までが
期限になっています。

まだ健診をお受けになっていない方は
是非、お申し込みください。

コロナ禍で自分の基礎疾患がないか、
身体の健康チェックをしましょう。

　料金は無料です。
　以下の事業所で受け付けております。

◆減免の対象となる方
〇生計困難者で、１ヶ月の世帯収入が生活保護基準の140%
以下の方は、収入額に応じて医療費の本人負担が全額免除
または一部免除になります。
〇外国人、ホームレス・住所喪失不安定労働者、DV被害
者等社会的援助を要する人などで、明らかに無保険の方は
無料で診療を行います。

◆実施している事業所　　　※問い合わせ及び相談窓口
　前橋協立病院  前橋市朝倉町828-1  TEL 027（265）3511
　太田協立診療所  太田市石原町927  TEL 0276（45）4911
　前橋協立診療所  前橋市城東町3-15-28  TEL 027（231）6060
　桐生協立診療所  桐生市相生町2-554-7  TEL 0277（53）3911
　協立歯科クリニック  前橋市朝倉町830-1  TEL 027（265）6601

前橋協立病院　健診室　TEL　027（265）3511（代）
前 橋 協 立 診 療 所　TEL　027（231）6060
　来院予約：平日10：00〜16：30
　電話予約：平日 9：30〜16：30
※ 土曜は来院・電話ともに10：00〜12：00（第２土曜日以外は休み）

前橋市自治体健診
がん検診のお知らせ

組合員のみなさまへ
〜「住所不定組合員」名簿確認のお願い〜

　当生協からの案内（郵送物）が届かず、ご登録住所
が「不明」となっている組合員の方の名簿を、病院・
診療所内に掲示しています（２月１日〜３月31日ま
で）。名簿にお名前のある方、あるいは連絡先をご存じ
の方がいらっしゃいましたら、お手数ですが最寄りの
事業所または生協本部までお知らせください。
　転居をされていない場合でも、区画整理などにより
住所表記が変わられた場合、今後同じように住所不明
となってしまう可能性があります。お心当たりの方は
ご一報いただきますよう併せてお願いいたします。

※生協本部（027-265-3531）

転居・死亡した場合
★�転居して住所が変わったときや組合員（本人）
が亡くなられた等で名義を変更される場合は必
ずご連絡下さい。

★�手続きの際にはご用意いただくものがあります
ので、できれば事前にご連絡ください。

お問い合わせ先
生協本部　総務部

電話027−265−3531　　
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協立歯科クリニック前橋市朝倉町830-1� ☎027-265-6601
月 火 水 木 金 土 あ

く
ま
で
も
、
基
本
体
制
の
た
め
、
診
療
月
に
よ
っ
て

は
、
祝
祭
日
、
休
日
の
取
得
等
に
よ
る
変
動
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

午前
8:40～
12:00

半澤 半澤
（偶数月第3休診）

半澤
(第1,2,3,5） 半澤 半澤

（第2,3,4,5）
半澤

(第1,3,4,5）

萱間 萱間
(偶数月第３）

萱間
（第2,3,4,5） 萱間 萱間

(第1,奇数月第3）
萱間

(第2,4,5）
堀口 堀口 ＊歯科医の研修等で変更

になることがあります。
担当制を希望される方
は、お手数ですが事前に
お問い合わせ下さい。
＊待ち時間をなくすため
に、予約制になっており
ます、お電話で予約でき
ます。
＊診療時間中の急患は随
時受け付けておりますの
で、ご連絡ください。
＊訪問診療をご希望の方
は、お問い合わせ下さい。

午後
月・火・水・金曜
木曜	14:30～ 16:30
13:30～16:30

半澤
(奇数月第3）

萱間 萱間 萱間 萱間 萱間
（奇数月第3休診）

夜間
17:30～20:00
（もしくは17:00～ 20:00）

半澤
(偶数月第3）

半澤
(第1,奇数月第3）

萱間 萱間
(第2,3,4,5）

桐生協立診療所桐生市相生町2-554-7

予約制(予約外受付可)☎0277-53-3911(予約電話）
受付時間 診療開始 月 火 水 木 金 土

診
療
科
　
内	

科

午前8:30～
12:00 9:00～ 西上 小林(第1～5)

西上(第2～5) 西上 鈴木
（第４休診） 小	林 西上(第1・3)

片岡(第4・5)
午後15:00～
17:00 15:30～ 西上 第1休診

西上(第2～5) 西上 西上

夜間17:00～
19:00 17:00～ 西上

(第2・4のみ)
※往診も行っています
介護に関する問い合わせ　　TEL:0277-53-3912
無料送迎実施中　（当生協組合員のみ、事前登録必要）

太田協立診療所太田市石原町927� ☎0276-45-4911
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30～
12:00

加藤
遠藤

（第１・３・５）
朱（予約）
（第２・４）

加藤
遠藤

加藤
遠藤

遠藤
小泉
岡田

加藤
遠藤

第１週　遠藤　吉岡
第３週
加藤　堀口
遠藤
第４週
加藤　吉岡
第５週　遠藤　吉岡

午後
14:00～
17:00

（月曜は15:00～）

遠藤
（16時まで）
（第１・３・５）
小泉

小平 宮平
遠藤

（第４・５）
坂本

加藤

夜間
17:00～ 加藤

往診 加藤 加藤
遠藤 加藤 遠藤

内視鏡 櫻井 小平 坂本 小澤
※月曜午後の外来は一部予約を除き15：00〜になります。
※糖尿病の方、健診・予防接種などの検査や経過観察のある方は、なるべくお早めに受付をお願い致します。

前橋協立病院前橋市朝倉町828-1　　☎�027-265ｰ3511（代）
月 火 水 木 金 土

内
　
科

午
前

予約外 小　林修 野　本 高　柳 弘　中 宮　澤 大　宮

予約外来
瀧　口道

鈴　木（第４週休診）
糖尿病：深　津

瀧　口道（第２/４週）
工　藤瑞
鈴　木
骨：茂　木
8:30～10:00
循環器：須　賀
呼吸器：櫻　井
（第１/３/５週）

瀧　口道
坂　本

（第１/３/５週）
鈴　木
小　野芳
宇　敷

（第２/４週）

西　上
塵　肺：小　林
（第２/４週）
糖尿病：深　津

糖尿病・甲状腺：山　田
宮　澤

瀧　口道
鈴　木
瀧　口由
西　上

瀧　口道
鈴　木（第１/４/５週）
西上（第４週）
三　浦章（第１週）

呼吸器：三浦陽（第１週）
砂長（第３週）

糖尿病・甲状腺：渋沢（第４・５週）
循環器：森（第３/４週）
循環器：中島（第３週）
神経・リハビリ：大竹（第３週）

午
後

予約外 大　宮 工藤瑞 大　宮 弘　中 坂　本

予約外来
田ヶ原

循環器：金　古
泌尿器（佐々木/辻）

心療内科：鈴　木
糖尿病：深　津
呼吸器：三浦陽

糖尿病・甲状腺：吉　岡

野　本（第２/４/５）
三　浦章

肝臓：高　柳
循環器：中　島
（第１週）

循環器：金　古（第２/３/４週）
糖尿病・甲状腺：松　本
呼吸器：上吉原（第２/４週）

田ヶ原
心療内科：鈴　木

橋　爪洋
循環器：小保方（第１/３/５週）
糖尿病・甲状腺：登　丸

＊夜間は予約患者さん専用外来
となります。
＊急患の方はいつでもご相談下
さい。

夜間 予約外来 鈴　木 石　川　
三　浦章 西　上

小児科

午前 一般外来
矢　島

精神発達：齋　藤
佐　藤

矢　島 齋　藤 矢　島 矢　島
齋　藤

齋　藤
矢　島（第１）
佐藤（第３/４/５）

午後 専門外来
アレルギー：矢　島

（第３週休診）
精神衛生相談：角　田

乳健３週間・予防接種：齋　藤
（第４週は午後３時迄）

乳健３ケ月・予防接種：齋　藤
（第３休診）

アレルギー：矢　島
（第３週休診）

アトピー教室：矢島
（第３週のみ）

精神発達：齋　藤

乳健９～10ヶ月・予防接種：
齋　藤（第１/３/５休診）
アレルギー：矢　島
精神衛生相談：角田

夜間
一般 矢　島 齋　藤 （休診） 齋　藤 （休診）

専門 精神発達：齋　藤 喘息（予約制）第２休診：矢　島 喘息（予約制）第３休診：矢　島
神　経（第３休診）：齋　藤

産婦人科
産科

午前 婦人科 小　松 白　石・小　松 白　石・小　松 小　松・北　原 白　石・北　原
北　原（第１/３週）
西　出（第４週）
白　石（第５週）

午後 婦人科 小　松 白　石（第３・４週は午後３時迄） 休　診　（手術） 小松・北原（14:30～） 白　石・北　原
夜間 北　原（17:00～18:30）

外科 午前 山　口 飯　島哲 飯　島哲 飯　島哲 大　島 休　診
午後 長　岡（予約制）

整形外科 午前 岩　森 岩　森 岩　森 栗　原 岩　森 岩　森（第２/４週休診）
午後 栗　原

眼科 午前 山　田 森 森 山　田 山　田（隔週） 休　診
午後 手術 森

皮膚科 午前 工　藤隆

内視鏡 午前 胃 安　達 柿　崎 高草木 安　達 植　原 交替制
午後 腸 橋　爪真 山　𥔎 橋　爪真

健　診
午前 大　宮 伊　藤 矢　島 伊　藤 須　藤
乳腺・
甲状腺 飯　島　ＡＭ 飯　島　ＡＭ 飯島　ＡＭ

小児科受付時間
午前8:00~11:30
夕方16:45~18:30（月・火・木）＊水・金の夜
間外来（一般）は休診となります。 その他の科の受付時間

午前8:00~11:30 救急患者さんにおかれましては、
この限りではございません。
電話にてお問い合わせ下さい。産婦人科受付時間 午前8:00~11:00　※予約優先午後14:00~16:00　（初診予約可） 午後14:00~16:00

2021年２月１日現在の診療体制
病院・診療所とも日曜日・第２土曜・国民の休日は休診
及び年末年始（12月30日〜１月３日）は休診

前橋協立診療所前橋市城東町３-15-28� ☎027-231-6060
月 火 水 木 金 土

午前
高柳
井上
桑原

高柳（11時まで）
井上
谷口

桑原
谷口

高柳（11時まで）
谷口

高柳（11時まで）
井上（26日休診）
桑原

6日：高柳
20日：谷口
27日：桑原

午後 高柳
15時30分～17時

桑原
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

井上
14時30分～17時

桑原
14時30分～17時

夜間 高柳
17時～18時30分

井上（26日：桑原）
17時～18時

＊午前の受付時間：８時30分～12時
＊午後の受付時間：15時30分～17時（月）
　　　　　　　　　14時30分～17時（火）～（金）　　＊レントゲン：月～金曜日の午前中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊胃カメラ：月・火・木・金曜日午前
＊夜間の受付時間：17時～18時30分（月曜）、17時～18時（金曜）
＊休診：土曜日午後・第２土曜日・日曜日・祭日・年末年始（12月30日～１月３日）
＊	前橋市の特定健診も行っています。予約制となっていますので、ご希望の方は受付までお問い合わせください。
＊３月に診療体制の変更予定があります。詳しくはお問い合わせください。

※第２土曜　休診

⑻く　ら　し　と　健　康2021.2.1 第658号 　く　ら　し　と　健　康


